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　お年寄りの健康増進を目的とした
「高齢者ふれあい交流事業」が湯野
上温泉で始まりました。町は皆さん
の健康づくりを応援しています。（詳
細は４・５ページ）

高齢者ふれあい高齢者ふれあい
交流事業交流事業

昭和14年卯年生まれの五十嵐喜子さん（湯野上）と昭和14年卯年生まれの五十嵐喜子さん（湯野上）と
孫の隆徳君（平成11年卯年生まれ）孫の隆徳君（平成11年卯年生まれ）
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町の人口 平成22年12月1日現在　男3,274人 女3,419人 計6,693人 世帯数2,261戸 11月との比較 人口△22人 世帯数△ 1戸 人のうごき 出生 3人 死亡13人



新
し
い
交
流
拠
点
の
整
備
で

い
っ
そ
う
の
地
域
振
興

町長

湯田　雄二

▼
初
志
貫
徹
に
誰
も
が
勇
気

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
二
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
や
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
」
が
幾
多
の
ト
ラ
ブ
ル
を
克

服
し
サ
ン
プ
ル
採
取
に
成
功
す
る

な
ど
、
世
界
的
な
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
、
日
本
人
と
し

て
本
当
に
う
れ
し
く
明
る
い
話
題

で
し
た
。
と
も
す
る
と
、
目
の
前

の
出
来
事
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
な

私
た
ち
の
日
常
で
す
が
、
志
を
高

く
持
っ
て
、
初
志
を
貫
徹
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
、

誰
も
が
勇
気
と
す
が
す
が
し
い
気

分
を
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

ま
た
反
面
、
昨
夏
の
記
録
的
な

暑
さ
に
象
徴
さ
れ
る
異
常
気
象
や
、

好
転
し
な
い
経
済
情
勢
、
こ
れ
に

政
治
面
で
の
混
迷
と
不
信
感
が
重

な
り
、
明
日
へ
の
閉
塞
感
を
払
拭

し
き
れ
ず
年
を
越
し
た
感
も
否
め

な
い
と
思
い
ま
す
。

▼
議
論
の
輪
で
地
域
の
活
路
を

当
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
面
に
お
い
て
は
、
関
税
撤
廃
を

前
提
と
す
る
「
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）」
の

動
向
を
心
配
し
つ
つ
も
、
世
界
規

模
で
動
く
市
場
の
動
向
を
直
視
し
、

私
た
ち
は
自
助
努
力
と
し
て
、
自

由
貿
易
に
強
い
農
業
と
、
地
域
の

活
路
を
見
い
出
す
議
論
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

町
内
の
観
光
入
り
込
み
客
数
は

前
年
よ
り
少
な
く
、
景
気
の
低
迷

と
と
も
に
東
日
本
観
光
全
般
の
状

況
を
反
映
し
て
い
る
結
果
と
な
っ

て
お
り
、
着
地
型
観
光
と
い
う
時

代
要
請
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
広
く
英

知
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
二
十
三
年
度
は
折
り
返
し
点

町
政
を
預
か
る
も
の
の
責
任
と

し
て
、
常
に
第
一
番
に
考
え
て
い

る
こ
と
は
、
働
く
場
の
確
保
と
健

全
財
政
の
堅
持
で
す
。
町
の
振
興

計
画
は
、
極
論
を
す
れ
ば
こ
の
命

題
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
策
定
さ

れ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
平
成

十
七
年
度
か
ら
十
年
後
を
見
通
す

こ
の
第
四
次
振
興
計
画
は
、
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
折
り
返
し
と
な

り
、
過
疎
地
域
の
指
定
に
よ
る
財

政
面
で
の
見
直
し
と
と
も
に
計
画

が
調
整
さ
れ
ま
し
た
。

▼
過
疎
自
立
促
進
計
画
の
要
点

過
疎
法
の
具
体
的
施
策
は
、
国

の
補
助
の
か
さ
上
げ
、
地
方
債
の

発
行
、
行
政
上
の
特
別
措
置
な
ど

が
あ
り
、
町
の
基
本
的
考
え
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
産
業
の
振
興

就
労
機
会
の
拡
大
の
た
め
、
農

林
業
の
振
興
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
関
連
産
業
の
創
出
で
所
得
の

確
保
、
既
存
と
新
規
の
交
流
・
観

光
施
設
の
整
備
。
地
域
内
購
買
力

増
進
の
た
め
、
商
店
街
・
商
工
会
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
特
産
品
等

の
開
発
、
起
業
促
進
及
び
企
業
誘

致
の
推
進
。

②
地
域
資
源
活
用
に
よ
る
交
流
の

拡
大

多
種
多
様
な
交
流
事
業
の
展
開
。

自
然
景
観
・
農
村
風
景
の
整
備
と

と
も
に
、
通
過
型
か
ら
滞
在
型
交

流
へ
の
移
行
推
進
。

③
福
祉
・
医
療
の
確
保

高
齢
者
等
の
地
域
福
祉
計
画
と
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画

等
を
基
本
に
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。
健

康
教
育
、
疾
病
予
防
、
早
期
発
見

と
治
療
、
機
能
回
復
訓
練
ま
で
医

療
機
関
や
関
連
施
設
と
連
携
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
。

④
教
育
・
文
化
の
振
興

保
育
所
・
小
・
中
学
校
の
連
携

強
化
及
び
家
庭
・
地
域
社
会
・
学

校
の
連
携
で
青
少
年
の
主
体
的
活

動
助
長
。
文
化
財
の
保
護
・
保
全

と
茅
屋
根
葺
き
技
術
の
継
承
、
無

形
民
俗
文
化
財
の
保
存
継
承
支
援

の
た
め
の
人
材
養
成
。

⑤
広
域
連
携
の
取
り
組
み

観
光
、
公
共
交
通
、
情
報
基
盤

整
備
、
防
災
、
廃
棄
物
処
理
及
び

火
葬
場
な
ど
の
行
政
処
理
は
、
広

域
的
視
点
か
ら
も
検
討
。

⑥
集
落
の
整
備

集
落
機
能
維
持
の
た
め
、
地
区

内
の
特
性
と
住
民
意
向
に
基
づ
き
、

婦
人
・
老
人
会
等
の
組
織
及
び
集

会
施
設
の
整
備
等
持
続
可
能
な
環

境
整
備
の
推
進
。

▼
増
設
十
区
画
進
行
中

今
年
度
オ
ー
プ
ン
し
た
滞
在
型

市
民
農
園
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

下
郷
」
は
、
地
元
の
支
援
協
議
会

と
の
連
携
の
も
と
好
評
の
う
ち
に

収
穫
の
喜
び
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

二
年
目
増
設
十
区
画
は
現
在
建
設

中
で
あ
り
、
全
部
で
三
十
区
画
予

定
で
す
。

道
の
駅
等
の
農
産
物
直
売
所
へ

の
出
荷
額
は
伸
び
て
お
り
、
高
齢

者
に
も
利
用
し
や
す
い
こ
の
よ
う

な
施
設
の
拡
充
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
下
郷
町
の
特
性
を
活
か
し
た

新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
の
交
流
拠
点

の
整
備
や
高
速
大
容
量
情
報
通
信

基
盤
の
導
入
検
討
な
ど
を
重
点
施

策
と
し
て
、
新
し
い
年
も
元
気
な

町
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
奮
闘
し
て
い
く
所
存
で
す
。



住
民
協
働
に
よ
る

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

町議会議長

星　政征

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
議
会
に
対
し
ま
し

て
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
る
と
、

国
内
・
外
に
お
い
て
は
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
国
際
競
争
力

の
強
化
が
叫
ば
れ
る
中
で
世
界
的

な
金
融
・
経
済
危
機
か
ら
穏
や
か

に
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

円
高
・
株
安
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、

依
然
と
し
て
国
内
の
生
産
活
動
は

低
く
、
特
に
雇
用
情
勢
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
全
国
的
に
春
先
の
異
常

低
温
、梅
雨
末
期
の
九
州
、中
国
、

東
海
地
方
を
中
心
と
し
た
集
中
豪

雨
、
そ
し
て
例
年
に
な
い
猛
暑
な

ど
異
常
気
象
が
続
き
、
特
に
農
業

を
取
り
巻
く
中
で
、
水
稲
作
況
指

数
が
「
や
や
良
」
の
一
〇
二
（
会

津
地
方
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
高

温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下
、
更
に

は
豊
作
に
よ
る
米
価
の
引
き
下
げ

な
ど
、
農
家
に
と
っ
て
そ
の
打
撃

は
深
刻
な
追
い
打
ち
を
か
け
て
お

り
ま
す
。

ま
た
一
方
で
、
地
球
環
境
問
題

や
少
子
高
齢
化
な
ど
様
々
な
課
題

が
同
時
期
に
重
な
る
、
ま
さ
に
時

代
の
大
転
換
期
に
あ
り
、
地
域
づ

く
り
に
お
い
て
も
、
従
来
の
発
想

や
考
え
方
を
大
き
く
見
直
し
て
行

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
国
民
生

活
の
暮
ら
し
に
深
刻
な
状
況
と
大

き
な
不
安
を
も
た
ら
し
、
変
化
の

大
き
い
先
行
き
の
不
透
明
な
厳
し

い
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
秋
に
、
国
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
交
渉
参
加
に
向
け

た
意
志
を
表
明
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
就
労

者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
遊

休
農
地
の
拡
大
な
ど
深
刻
な
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
貿
易
効
果
の
み

に
目
を
向
け
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、

そ
れ
に
輪
を
か
け
農
業
基
盤
を
揺

る
が
す
大
き
な
打
撃
と
な
っ
て
き

ま
す
。
今
後
、
農
家
が
農
業
で
成

り
立
つ
よ
う
な
し
っ
か
り
と
し
た

基
盤
を
形
成
す
る
国
の
施
策
等
が

必
要
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
十
月
に
は
福
島
県
知
事

選
挙
が
行
わ
れ
、
本
町
出
身
の
佐

藤
知
事
が
再
選
さ
れ
、
第
2
期
目

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
佐

藤
知
事
が
目
指
す
「
活
力
、
思
い

や
り
、
安
全
・
安
心
の
県
政
」
の

実
現
の
た
め
、
本
町
を
含
め
た
福

島
県
の
進
展
に
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

地
方
の
行
財
政
環
境
は
、
依
然

と
し
て
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
な

ど
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
で
、

補
助
金
の
削
減
や
一
括
交
付
金

（
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
：
仮
称
）

な
ど
の
地
方
主
権
改
革
、
更
に
は

事
業
仕
分
け
に
よ
る
各
種
事
業
の

見
直
し
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
新
過
疎
法

で
の
過
疎
地
域
に
再
指
定
さ
れ
た

こ
と
で
、
今
後
、
各
種
事
業
等
に

よ
り
地
域
の
再
生
を
図
り
、安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
等
が
で
き

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

一
方
、
大
内
宿
、
塔
の
へ
つ
り

や
観
音
沼
森
林
公
園
な
ど
町
内
観

光
地
に
は
二
百
万
人
を
超
え
る
入

り
込
み
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
お

り
ま
す
。
特
に
、
昨
年
は
「
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
下
郷
」
の
オ
ー
プ

ン
、下
郷
ふ
る
さ
と
祭
り
で
の「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
東
日

本
大
会
」
等
が
開
催
さ
れ
、
各
方

面
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に

よ
る
更
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
少
子
高
齢

化
・
過
疎
化
な
ど
の
確
実
に
進
行

す
る
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
、

我
が
町
の
「
地
域
づ
く
り
、
町
づ

く
り
」
の
た
め
に
、
町
民
の
皆
様

と
協
働
し
て
限
り
な
い
発
展
に
最

善
を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
が
、
私

た
ち
議
会
の
使
命
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

地
方
議
会
は
、
様
々
な
慣
習
や

慣
例
、
制
度
等
に
よ
り
硬
直
化
す

る
一
方
、
議
会
活
動
へ
の
議
会
改

革
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
今
後
と

も
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
責
務
と

役
割
を
自
覚
し
町
づ
く
り
の
目
標

達
成
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
町

民
皆
様
方
の
負
託
に
応
え
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
相
変

わ
ら
ぬ
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新年のごあいさつ



●老人会やサロン単位での利用

●各地区で希望者を募った利用

●その他のグループや友人同士

での利用など

●申込
　 5ページ掲載の旅館・民宿に

直接申し込んでください。

●料金　 1人 1回 1 , 0 0 0 円
※入浴料、休憩部屋代のみ。送

迎、昼食等については利用す

る施設にご相談ください。

●助成　 1人 1回  3 0 0 円

※ 4名以上の団体であれば一人

何回でも助成が受けられます。

高齢者が、健康増進などを目的に団

体で湯野上温泉を日帰り利用する際

に、利用料金の一部を助成します。

●助成対象　65歳以上の町民が 4名以
上の団体で利用した場合

※日帰りのみ

●実施期間　平成23年 3 月31日まで
　　　　　　※土・日・祝日を除く

●利用時間　午前10時から午後 3時

②利用例

③利用申込・料金等
①事業概要

のんびり
ゆったり
健康づくり

♨高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

湯
野
上
温
泉
で

湯
野
上
温
泉
で

心
と

体体
を

健健
康
に

町
と
湯
野
上
温
泉
の
旅
館
・
民

宿
が
協
力
し
て
実
施
す
る
「
下
郷

町
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」

が
、十
二
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
町
内
の
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
々
（
四
名
以

上
の
団
体
）
を
対
象
と
し
、
日
帰

り
温
泉
利
用
に
よ
る
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

温
泉
利
用
時
に
は
、
町
が
利
用

料
の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
利
用

し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
温
泉
施

設
か
ら
は
健
康
的
な
入
浴
方
法
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
希
望
に
よ
り
、
町
保
健

師
等
に
よ
る
健
康
相
談
会
や
医
療

制
度
説
明
会
な
ど
を
開
く
こ
と
も

可
能
で
す
。（
十
名
以
上
の
団
体
）

冬
期
間
は
、
外
出
の
機
会
も
減

少
し
が
ち
で
す
。
仲
間
と
と
も
に

出
か
け
、
温
泉
を
楽
し
み
な
が
ら

健
康
増
進
に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か
。



10名以上の団体利用の場合、希望

により、健康相談会などを実施でき

ます。利用申込時に、旅館・民宿に

お問い合わせください。保健師や担

当職員を派遣します。

●対象　10名以上で利用する団体
●健康相談会
血圧・体脂肪測定、健康指導、栄

養指導、健康相談等の実施

●医療制度説明会
医療保険制度、介護保険制度等に

ついて

◆お問い合わせ
　利用する旅館・民宿
※他事業等の都合により実施でき

ない場合があります。

④健康相談会等

♨泉質　アルカリ性単純温泉
♨泉温　 5 4 ～ 5 8 ℃
♨一般的適応症
神経痛・筋肉痛・関節症・五十

肩・運動麻痺・関節のこわばり・

うちみ・くじき・慢性消化器病・

痔疾・冷え症・病後回復期・疲

労回復・健康増進

湯野上温泉の泉質等

事業参加　旅館・民宿
●利用期間　平成23年 3 月31日まで

●利用時間　午前10時から午後 3時

▼旅館

▼民宿

宿　　　名 電話番号

ホテル大島 6 8 － 2 3 1 1

清水屋旅館 6 8 － 2 2 1 1

御宿つるや 6 8 － 2 1 4 6

ホテル大坂屋 6 8 － 2 1 2 1

湯野上ホテル 6 8 － 2 2 1 7

塔泉閣 6 8 － 2 5 1 3

旅館新湯 6 8 － 2 3 2 1

旅館大川 6 8 － 2 2 1 6

花水館 6 8 － 2 5 1 2

宿　　　名 電話番号

みやもと屋 ６８－２１５７

えびす屋 ６８－２５６７

美加登屋 ６８－２１５０

山形屋 ６８－２４１０

にしきや ６８－２４１３

すずき屋 ６８－２４０８

橋本屋 ６８－２６２９

ひらのや ６８－２４０４

湯神 ６８－２１１７

扇屋 ６８－２２５４

星乃井 ６８－２５５２

紫泉 ６８－２５０８

沼袋 ６８－２６２３

会津野 ６８－２８２２

ながみね ６８－２１００

舘乃湯 ６８－２６４８

赤ひげ ６８－２１０６

いなりや ６８－２３２８

小松屋 ６８－２５２３

■
温
泉
と
健
康
づ
く
り

「
湯
治
」
と
い
う
言
葉
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
「
温
泉
に
よ
る
健

康
づ
く
り
」
は
広
く
認
知
さ
れ
て

い
ま
す
。
湯
野
上
温
泉
は
、
そ
の

泉
質
や
猿
が
傷
を
癒
し
た
と
い
う

伝
説
な
ど
か
ら
、
古
く
か
ら
湯
治

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

自
己
の
体
調
を
管
理
し
な
が
ら
上

手
に
入
浴
し
、
仲
間
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
、
心
身
の
健

康
に
つ
な
が
り
ま
す
。



卯年生まれの小学生に、将来の夢を描いていただきました。
皆さんは、どのような夢をお持ちでしょうか。

ぼくの夢・わたしの夢
ぼ
く
は
将
来
外
科
の
医
者
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
者

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
二

つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
家
族
を
助
け
て
あ
げ

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
ぼ

く
が
医
者
に
な
れ
ば
両
親
が
年
を

と
っ
て
か
ら
で
も
し
っ
か
り
と
面

倒
を
み
て
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
お
金
の
面
で
も
支

え
て
あ
げ
ら
れ
る
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

二
つ
目
は
世
の
中
の
病
気
で
困

っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け
て
あ
げ

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
病

気
に
苦
し
ん
で
い
る
人
は
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
そ
の
人
た
ち
や
世

界
に
こ
う
け
ん
で
き
る
職
業
に
つ

き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
医
者
へ
の

道
を
歩
む
た
め
に
、
算
数
や
理
科

を
中
心
に
苦
手
な
教
科
も
が
ん
ば

っ
て
勉
強
す
る
よ
う
に
し
て
頭
を

き
た
え
る
だ
け
で
な
く
、
人
の
気

持
ち
が
わ
か
る
人
間
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
た
だ
一
つ
、
大
き
な
夢

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
画

家
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
は
、
保
育
所
の
こ
ろ
か
ら
人

や
動
物
な
ど
の
絵
を
描
い
て
い
ま

す
が
、
今
で
も
上
手
に
描
け
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
努
力
が
足
り
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
正
直
、「
画
家
に
む
い
て

い
な
い
の
か
な
あ
」
と
、
思
う
時

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
な
か
な

か
自
分
が
思
う
よ
う
な
絵
が
描
け

な
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、今
ま
で
以
上
に
、

本
物
の
人
や
動
物
な
ど
を
良
く
見

て
、
し
っ
か
り
と
描
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
写
真

の
よ
う
な
、
す
て
き
な
絵
を
み
ん

な
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

ま
た
、
絵
だ
け
で
な
く
、
す
べ

て
の
基
本
に
な
る
学
校
の
勉
強
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
画
家
を
目

指
し
て
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

ぼ
く
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選
手

に
な
る
こ
と
で
す
。

ぼ
く
は
夢
を
叶
え
る
た
め
に
は
、

や
は
り
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
何
事
も
、
ど
れ
だ
け
努
力
を

し
た
か
に
よ
っ
て
結
果
は
変
わ
る

と
思
い
ま
す
。
特
に
プ
ロ
野
球
選

手
へ
の
道
は
、
そ
う
簡
単
な
も
の

で
は
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ぼ
く
は
今
や

れ
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
い
、
時

間
が
あ
る
時
は
、
素
振
り
や
ダ
ッ

シ
ュ
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
中

学
校
で
野
球
部
に
入
り
た
い
の
で

今
か
ら
体
を
作
り
、
小
学
校
の
ラ

イ
バ
ル
だ
っ
た
人
に
も
負
け
な
い

よ
う
に
差
を
つ
け
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
た
ら
、

み
ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
る
選
手
に

な
り
、
友
達
や
家
族
み
ん
な
に
試

合
を
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
夢
は
必
ず
つ
か
み
ま
す
。

私
の
夢
は
、
保
育
士
に
な
る
こ
と

で
す
。
理
由
は
、
小
さ
い
子
が
好
き

だ
し
、か
わ
い
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
勉
強

し
な
い
と
試
験
に
合
格
で
き
な
い
と

思
う
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
勉
強
を
し
て

小
さ
い
子
に
も
優
し
く
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

今
、
学
校
の
勉
強
を
し
っ
か
り
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私
は
、
勉

強
が
き
ら
い
で
す
。
そ
れ
で
は
い
け

な
い
の
で
、
私
な
り
に
ち
ょ
っ
と
ず

つ
勉
強
を
理
解
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
先
日
道
徳
の
授
業
で
来
て

い
た
だ
い
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
半
谷
か

お
り
さ
ん
は
、ピ
ア
ノ
を
生
か
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。
学
校
で
の
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
な
ど
を
、
い
や
だ
な
あ

と
思
っ
て
い
た
私
で
し
た
が
、
話
を

聞
い
て
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
私
も
自
分
の
夢
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
使
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
み
ん
な
の
役
に
立
ち
、

喜
ば
れ
る
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

医
者
へ
の
道

楢
原
小
五
年齋

藤　

晴は
る

矢や

（
中
妻
）

私
の
大
き
な
夢

旭
田
小
五
年渡

部　

菜な

緒お

（
張
平
）

ぼ
く
の
夢

江
川
小
六
年

渡
部　

隼は
や

人と

（
湯
野
上
）

私
の
夢

楢
原
小
六
年渡

部　

麻ま

由ゆ

（
姫
川
）



ぼ
く
の
夢
は
、
会
津
工
業
高
校

に
進
学
し
て
、
そ
の
後
、
工
業
大

学
に
進
み
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
な
る
こ
と
で
す
。

こ
の
夢
を
持
っ
た
の
は
、
若
松

で
開
か
れ
た
「
も
の
づ
く
り
フ
ェ

ア
」
に
行
っ
た
時
に
、
工
業
高
校

の
人
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
ろ
う

そ
く
や
、
死
海
の
塩
で
作
っ
た
入

浴
剤
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
素

晴
ら
し
い
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

ぼ
く
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
た

ら
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
医
療
ロ

ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
世
の
中
の
役
に
立
て
る

も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る

た
め
に
、
算
数
や
理
科
の
学
習
に

特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
授
業

で
進
ん
で
手
を
挙
げ
た
り
、
友
達

と
意
見
交
換
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
学
校
の
先

生
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由

は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
私
は
勉
強
な
ど
を

先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、
そ
の

問
題
が
解
け
た
時
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
う
れ
し
さ

を
他
の
人
に
も
教
え
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
、学
校
の
授
業
の
時
、

私
が
早
く
終
わ
っ
た
の
で
、
友
達

に
教
え
て
あ
げ
た
時
、
も
っ
と
他

の
人
に
も
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
、
あ
ま
り
勉
強
が
得
意
で

は
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か

り
と
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
江
川
小
の
先
生
方
の
よ

う
な
学
校
の
先
生
に
な
っ
て
、
学

校
の
大
切
さ
や
、
学
校
の
楽
し
さ

を
未
来
の
子
供
た
ち
に
教
え
て
あ

げ
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
の
役
に
立

っ
た
り
人
を
喜
ば
せ
た
り
す
る
仕

事
を
す
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

人
の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
て
人
が

嬉
し
い
と
思
う
と
、
自
分
も
嬉
し

い
と
思
う
か
ら
で
す
。
今
、
学
校

で
赤
い
羽
の
共
同
募
金
や
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る

運
動
を
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
運
営
委
員
会
に
入
っ

て
い
て
、
赤
い
羽
共
同
募
金
の
活

動
を
一
生
け
ん
命
や
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
お
金
は
そ
ん
な
に
多
く

な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
募
金
し
た

人
は
思
い
や
り
が
あ
る
な
あ
、
優

し
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
な
あ
と

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

「
将
来
の
夢
は
？
」
と
聞
か
れ
る

と
ま
だ
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ぼ

く
は
、
人
の
役
に
立
っ
た
り
人
を

救
っ
た
り
と
誰
か
の
た
め
に
な
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
夢
は
、
剣
道
の
先
生
に

な
っ
て
全
国
大
会
に
出
場
し
、
全

国
制
覇
を
し
て
八
段
を
と
る
こ
と

で
す
。
ぼ
く
は
、
四
才
か
ら
剣
道

を
始
め
ま
し
た
が
、
こ
の
夢
は
小

学
二
年
生
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

今
ま
で
剣
道
の
練
習
を
続
け
て

き
て
「
つ
ら
い
な
あ
」
と
思
う
と

き
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
練
習
を

続
け
て
い
る
と
、「
楽
し
い
」
と

思
う
こ
と
の
方
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

ぼ
く
が
、
剣
道
の
練
習
で
努
力

し
て
い
る
こ
と
は
、
毎
回
け
い
こ

を
休
ま
な
い
こ
と
、
け
い
こ
時
間

に
な
る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
を

さ
そ
っ
て
進
ん
で
け
い
こ
を
す
る

こ
と
で
す
。

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
剣
道

の
先
生
の
言
う
こ
と
を
し
っ
か
り

と
聞
い
て
、
剣
道
の
技
術
だ
け
で

な
く
、
礼
儀
正
し
さ
も
身
に
つ
け

て
、
た
く
ま
し
い
心
を
持
っ
た
、

本
当
に
強
い
剣
士
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
子
ど
も
た

ち
の
お
世
話
を
す
る
「
保
育
士
」

に
な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
小
さ
い
子
ど
も
が
大
好
き

だ
し
、
大
事
な
こ
と
を
教
え
て
あ

げ
た
い
か
ら
で
す
。

最
近
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

小
学
生
が
「
い
じ
め
」
に
あ
っ
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
よ
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
私

は
、「
何
で
い
じ
め
な
ん
て
す
る

ん
だ
ろ
う
」
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
「
い
じ
め
」
を
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
友
だ
ち
に
対
し
て

優
し
い
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育

て
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
協
力
し
て
生
活
す
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
も
、

今
か
ら
、授
業
を
真
剣
に
受
け
て
、

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
夢

旭
田
小
五
年玉

川　

和か
ず

磨ま

（
塩
生
）

私
の
夢

江
川
小
五
年

小
山　

結ゆ

香か

（
白
岩
）　

ぼ
く
の
将
来
の
夢

楢
原
小
六
年

星　
　

悠ゆ
う

登と

（
弥
五
島
）

剣
道
を
続
け
て

旭
田
小
五
年星　

　
　

地り
く

（
張
平
）

私
の
夢
に
向
か
っ
て

江
川
小
五
年湯

田
美み

紗さ

希き

（
白
岩
）



福
祉
に
関
す
る
身
近
な
相
談
役

民
生
委
員

任
期
満
了
に
と
も
な
う
新
し
い

町
民
生
委
員
へ
の
委
嘱
状
伝
達
式

は
、
十
二
月
六
日
、
町
役
場
で
行

わ
れ
、
湯
田
雄
二
町
長
か
ら
三
十

七
名
の
委
員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
生
児
童
委
員
協
議

会
の
会
長
に
は
児
山
一
委
員
（
落

合
）
が
、
副
会
長
に
は
星
幸
子
委

員（
楢
原
）と
芳
賀
善
一
委
員（
沼

尾
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
任
期
は
、
平
成
二
十
二

年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五

年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
三
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
民
生
委
員
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

委嘱状を受ける新委員

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

楢
原
地
区

［ ］
内
は
担
当
地
区　

板萩

半田　昭盛
成岡

渡部　次男
姫川

福田　侯子
刈林

高橋　修一
倉村

湯田喜美子

戸赤

星　　ミヨ
新開

星　　昭男
三ツ井

大竹登代子
倉水

渡部うめ子
小池

小山　　満

副会長［小出・沼尾］

芳賀　善一
副会長［楢原］

星　　幸子
会長［落合］

児山　　一

弥五島

玉川美千代
中山

渡部　美枝

＊
楢
原
は
星
幸
子
副
会
長
で
す
。

■
民
生
委
員
は
地
域
の
福
祉
に
関

す
る
身
近
な
相
談
役

厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
民

生
委
員
は
、
各
地
域
に
お
い
て
住

民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
う
な
ど
地
域
の

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
民
生
委
員
は
児
童
委
員

を
兼
ね
、子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
見
守

り
、
子
育
て
の
不
安
な
ど
に
関
す

る
相
談
・
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
に
関
す
る
心
配
事
な
ど
は
、

身
近
な
相
談
役
「
民
生
委
員
」
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。



旭
田
地
区

江
川
地
区

主
任
児
童
委
員

十文字・鶴ヶ池・野際

馬場　誠三

大沢

横山　清一

音金

星　惠美子

小野

星　　義秋

桃曽根

和田山光吉

湯野上

星　　直行

檜原

玉川セツ子
塩生

佐藤八代江

水門・沢入

佐藤　悦子

中妻

佐藤　直美

枝松

渡部　英弘

主任児童委員

室井カヨ子

張平

佐藤トメノ

芦の原

渡部　勝恵

主任児童委員

鹿目　悦子

小松川

佐藤　洋子

田代

五十嵐　傳

大松川

室井　睦子

雑根

檜野　　実

南倉沢

佐藤　正之

白岩

湯田　京子

大内

佐藤　節雄

＊
落
合
は
児
山
一
会
長
で
す
。

＊
小
出
・
沼
尾
は

　

芳
賀
善
一
副
会
長
で
す
。

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
心
配
事
、
子
育
て
の

不
安
、
し
つ
け
の
悩
み
、
親
子
関

係
や
不
登
校
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
、
行
政
と
協
力
し
支
援
に
当

た
り
ま
す
。



①関係者による祝いの鏡開き②あいさつを述べる渡部会長③功績を称える感謝状の贈呈

町
商
工
会（
渡
部
勝
男
会
長
）は
、

十
二
月
九
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
創
立
五
十
周
年
記
念

式
典
と
祝
賀
懇
親
会
を
開
催
し
、

関
係
者
ら
約
百
二
十
名
が
出
席
し

ま
し
た
。　

式
典
で
は
、
渡
部
会
長
が
「
関

係
者
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
に
感
謝

し
、
新
た
な
視
点
か
ら
新
た
な
創

造
を
目
指
し
て
、
元
気
な
町
づ
く

り
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
退
職
役
員
ら
に

感
謝
状
を
贈
呈
。
続
い
て
、
湯
田

雄
二
町
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
半

世
紀
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
祝
い
の
鏡
開
き

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
じ
ゅ
う
ね
ん

を
使
用
し
た
創
作
料
理
な
ど
が
並

び
、
出
席
者
は
町
の
味
を
堪
能
。

ま
た
、山
内
磐
水
（
星
勝
雄
さ
ん
・

小
野
）
さ
ん
ら
に
よ
る
民
謡
が
披

露
さ
れ
会
場
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

関
係
者
は
、
五
十
年
の
歩
み
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
更
な
る
飛
躍

を
誓
い
ま
し
た
。

半
世
紀

半
世
紀
のの
節
目
節
目
をを
祝祝
うう
町
商
工
会
創
立
50
周
年

新
た
な
視
点
で

新
た
な
視
点
で
新
た
な
創
造
を

新
た
な
創
造
を

❷❷

❸❸ ❶❶

感
謝
状
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

■
退
職
役
員
▼
会
長
＝
星
平
善

（
湯
野
上
）
▼
理
事
＝
湯
浅
英
輝

（
刈
林
）、
我
妻
リ
ツ
子
（
姫
川
）、

星
忠
好
（
弥
五
島
）、
岩
澤
守
（
姫

川
）、
猪
股
英
子
（
姫
川
）、
渡
部

洋
文
（
中
山
）
▼
監
事
＝
星
正
明

（
湯
野
上
）
▼
青
年
部
長
＝
渡
部

洋
紀
（
湯
野
上
）、
渡
部
一
（
成

岡
）、
星
明
（
湯
野
上
）、
浅
井
卓

二
（
刈
林
）、
大
竹
洋
一
（
刈
林
）

▼
女
性
部
長
＝
岩
澤
朝
子（
姫
川
）、

毛
塚
政
子
（
田
代
）、
河
合
秀
子

（
刈
林
）
■
三
部
会
長
▼
工
業
部

会
長
＝
小
椋
政
雄
（
刈
林
）、
星

和
紀
（
弥
五
島
）
▼
サ
ー
ビ
ス
業

部
会
長
＝
星
盛
雄
（
倉
村
）、
星

庄
平
（
湯
野
上
）
■
退
職
職
員
▼

事
務
局
長
＝
湯
田
正
德
（
姫
川
）、

稲
本
得
泰
（
刈
林
）
▼
補
助
員
＝

五
十
嵐
ふ
み
い
（
田
代
）
■
従
業

員
表
彰
者
▼
五
十
嵐
建
設
＝
玉
川

隆
晴
（
白
岩
）、
星
徳
男
（
音
金
）

▼
我
妻
製
材
所
＝
星
堅
一
（
成
岡
）、

渡
部
恒
子
（
姫
川
）
▼
渡
部
工
務

所
＝
佐
藤
厚
子
（
小
松
川
）、
湯

田
善
利
喜
（
南
会
津
町
）、
室
井

利
一
（
大
松
川
）、
高
橋
修
一
（
刈

林
）
▼
河
合
新
聞
店
＝
弓
田
文
枝

（
音
金
）、
佐
藤
利
嗣
（
中
妻
）
▼

ミ
ス
ズ
美
容
院
＝
芳
賀
千
代
生

（
小
出
）
▼
朝
日
屋
製
菓
＝
五
十

嵐
ケ
イ
子
（
田
代
）
▼
湯
田
モ
ー

タ
ー
ス
＝
渡
部
英
介
（
南
会
津
町
）

▼
南
会
津
運
送
＝
小
山
正
一
（
中

妻
）
▼
佐
藤
建
設
＝
佐
藤
博
（
弥

五
島
）



入賞した小山さん（左）と湯田さん

税の作文コンクールで入賞善意ありがとう

星澄雄副町長（右）に作品を手渡す遠藤
さん（中央）と兄の星文雄さん（落合）

湯田雄二町長（左）に寄付金を手渡す
渡部さん

□11月25日
埼玉県草加市で日本画教室などを

開く遠藤セツ子さん（落合出身）は、
「ぼたん」を描いた作品を町に寄贈
されました。作品は、町民ホールに
展示されています。

□12月17日
渡部盛美さん（三ツ井）は、歳末
たすけあいの一環として、社会福祉
の増進に役立てていただきたいと 2
万円を町に寄付されました。

ありがとうございました。

今
年
度
の
中
学
生
の
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
下

郷
中
学
校
の
小
山
結
愛
さ
ん
（
三

年
）
が
南
会
津
地
方
振
興
局
長
賞

に
、
湯
田
詩
織
さ
ん
（
同
）
が
南

会
津
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。二
人
と
も
、

学
習
や
実
体
験
を
基
に
将
来
に
渡

る
税
の
大
切
さ
を
綴
り
ま
し
た
。

 ■南会津警察署　
 　☎0241（62）1140
■楢原駐在所 ■湯野上駐在所
　☎0241（67）2325 　☎0241（68）2259

こんにちは！駐在所です
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11月
15日 南会津地方広域管理者会・町村長会／国道289号（棚倉～

下郷）建設促進協議会八十里越現地視察
16日 下郷町林業振興協議会来庁／第109回野岩鉄道（株）取締役

会・検討委員会
17日 県道湯野上会津高田・下郷会津本郷線改良促進期成同盟

会県要望
18日 全国過疎地域自立促進連盟第41回定期総会
19日 県道高陦田島線改修促進期成同盟会県要望
20日 福シネマ第一回作品「こもれび」試写会
21日 福島駅伝大会
24日 臨時議会
25日 全国史跡整備市町村協議会臨時大会／全国浄化槽推進市

町村協議会通常総会／安全・安心の道づくりを求める全
国大会／秋のツアー（西東京市姉妹都市友好協会）来町

26日 衛生組合臨時議会／南会津地方広域臨時議会／観光公
社・理事会評議員会

27日 民主党県連パーティ
29日 治水事業促進全国大会
30日 土砂災害から人命と地域を守る砂防会議

12月
1 日 全国町村長大会
2日 第55回簡易水道整備促進全国大会／全国山村振興連盟通

常総会／国保制度改善強化全国大会／全国観光地所在町
村協議会総会

3日 水力交付金確保及び水源地域振興対策総決起大会
4日 消防団年末打合せ会
6日 民生委員委嘱状交付式
7日 南会津地方振興局長来庁／国保運営協議会
8日 南会津農林事務所農村整備部長来庁／議会運営委員会
9日 下郷町商工会創立50周年記念式典／ＮＴＴ福島支店長・

会津若松支店長来庁
10日 駐在員会議／飲酒運転防止啓発
11日 ウズベキスタン共和国最高会議議員会津地区歓迎会
12日 「県民と警察を結ぶ演奏会in南会津」／室井秀光還暦記

念画集発行記念祝賀会

１１０番は、事件・事故

の緊急通報番号です。県内

からの１１０番通報は全て

県庁内にある県警本部通信

指令室で集中受理していま

すので、正確な情報提供を

お願いします。

●１１０番通報時の注意

警察官が現場に急行する

ためには、まず「場所を特

定すること」が重要です。

場所の説明は、地元でし

か通じない通称名ではなく

「大字・字」をつけた「正

しい住所」の説明をお願い

します。

●住所が分からない場合

近くにある店舗や学校、

病院など目についた「目標

になる建物」を伝えてくだ

さい。

●携帯電話からの通報

現場を離れず、運転中は

停止してください。また、

再度場所などの確認をする

場合がありますので、しば

らくは、電源を切らないで

ください。

緊急時以外の通報は
次までお願いします

福島県庁
県警本部

１１０番

｢緊急時｢緊急時
あなたを守る1 1 0番」あなたを守る1 1 0番」

１１０番通報は

県警本部で受理しています。

正確な情報提供を！



優良賞に輝いた横山さんの料理

県
教
育
委
員
会
が
食
育
の
推
進

な
ど
を
目
的
に
開
催
し
た
平
成
二

十
二
年
度
「
わ
た
し
が
作
る
朝
ご

は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、

江
川
小
学
校
の
横
山
瑞
希
さ
ん

（
六
年
）
が
優
良
賞
に
、
室
井
夢

香
さ
ん
（
同
）
が
ア
イ
デ
ア
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

二
人
と
も
同
校
で
栽

培
し
た
食
材
な
ど
を
用

い
た
料
理
を
創
作
。
横

山
さ
ん
の
「
江
川
の
旬

の
朝
ご
飯
」
は
、
じ
ゅ

う
ね
ん
や
枝
豆
な
ど
を

混
ぜ
た
焼
き
お
に
ぎ
り

の
朝
ご
は
ん
を
、
室
井

さ
ん
の
「
野
菜
た
っ
ぷ

り
じ
ゅ
う
ね
ん
ド
リ

ア
」
は
、
栄
養
面
も
考

え
た
料
理
を
考
案
し
ま

し
た
。

料理作りが楽しいと話す横山さん（左）と室井さん

歓声あがった輪投げ大会

ストップ！飲酒運転
町交通対策協議会が啓発活動

地域のふれあい
弥五島でクリスマスの集い

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
は
、

十
二
月
十
日
、
飲
酒
運
転
を
根
絶

し
よ
う
と
、
町
内
飲
食
店
を
巡
り

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
、
同
協
議
会
長
の
湯
田

雄
二
町
長
や
阿
部
栄
南
会
津
警
察

署
長
ら
関
係
者
約
二
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
店
主
に
飲
酒
運
転

防
止
へ
の
協
力
と
来
店
者
へ
「
悲

惨
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
飲
酒
運

転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

弥
五
島
公
民
館
で
、
十
二
月
十

二
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
が
開

催
さ
れ
、
地
域
住
民
の
楽
し
い
笑

い
声
が
広
が
り
ま
し
た
。

集
い
は
、
県
と
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
連
携
し
て
実
施
す
る

「
や
さ
し
さ
地
域
友
愛
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
」
の
一
環
で
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
協
力
。
地
域
の
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
七
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
輪
投
げ
大
会
や
食

事
会
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
世

代
を
越
え
て
交
流
し
、
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

飲酒運転の根絶を呼びかける湯田町長（右）

江
川
小
児
童
が
入
賞

県
朝
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト

皆さまからの身近な情報をお待ちしています。　行政推進係　℡0241－69－1122



町の話題

デイサービスを慰問
陽女の会がボランティア活動

見事なスパイクに歓声
教育長杯ソフトバレー大会

きれいな駅舎で新年を
湯野上温泉駅すす払い

交流の足跡に感激
ウズベクの国会議員が来町

七
年
程
前
に
町
内
の
有
志
で

結
成
し
た
陽ひ

女め

の
会
（
星
祥
美

会
長
・
塩
生
）
は
、
十
二
月
二

十
日
か
ら
一
週
間
に
渡
り
、
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

慰
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期

に
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
利
用
者

に
手
打
ち
そ
ば
や
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

星
会
長
は
「
高
齢
者
の
笑
顔

の
た
め
に
今
後
も
幅
広
く
活
動

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

教
育
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
は
、
十
二
月
五
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
つ
の
部
門
に
十
五
チ
ー
ム

が
参
加
。
見
事
な
ス
パ
イ
ク
が

決
ま
る
と
会
場
に
は
大
き
な
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
混
合
の

部
と
小
学
生
の
部
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
■
混
合
①
ム

ー
ニ
ー
マ
ン
②
ま
さ
か
ー
ず
③

キ
ン
グ
コ
ン
グ
■
小
学
生
①
Ｍ

Ｙ
Ｈ
チ
ー
ム
②
で
き
る
ぞ
！
フ

ァ
イ
ト
ダ
！
旭
田
っ
子
！
③
メ

ー
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち

湯
野
上
温
泉
駅
の
す
す
払
い

は
、十
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、

赤
十
字
奉
仕
団
や
町
観
光
協
会
、

会
津
鉄
道
職
員
ら
約
二
十
五
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

年
間
を
通
じ
て
「
い
ろ
り
」

に
火
を
入
れ
て
い
る
湯
野
上
温

泉
駅
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
、

す
す
払
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
雪
の
降
る
中
も

手
際
良
く
作
業
に
当
た
り
、
新

年
も
利
用
者
が
気
持
ち
良
く
駅

舎
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

隅
々
ま
で
丁
寧
に
す
す
を
払
い

ま
し
た
。

十
二
月
十
二
日
、
参
議
院
招

待
に
よ
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

国
会
議
員
団
が
来
町
し
、
県
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
協
会
の
室
井
強

副
会
長
（
刈
林
）
が
開
く
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
ソ
ビ
ロ
フ
上
院
議
長

ら
六
名
の
議
員
団
は
、
永
年
の

交
流
の
足
跡
を
収
め
た
写
真
な

ど
を
展
示
す
る
館
内
を
感
慨
深

げ
に
見
学
し
懇
談
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
塔
の
へ
つ
り
や
大

内
宿
を
訪
れ
、
そ
ば
や
天
ぷ
ら

を
味
わ
っ
て
、
町
と
の
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

利用者にプレゼントを渡す会員（12月21日）

熱戦が続いた大会

作業に参加した皆さん

来町した議員団



1月
地域子育て支援センター
（しもごう保育所内）

TEL69-1137  FAX69-1136

地域子育て支援センターは、
皆さんの子育てを応援します。

☆育児相談会（月 1回、第 2火曜日）
発育のこと、離乳のこと、健康にかかるこ

とで不安なことはありませんか。保健師やセ
ンター職員が相談に応じます。身長や体重を
測定します。母子手帳を持参してください。
日時　 1月11日（火）　13：30～15：00
場所　地域子育て支援センター
☆しつけやその他の育児不安についての相談
は保育士やセンター職員が対応します。

日時　毎週月～金曜日　 9：00～16：00
場所　地域子育て支援センター
※電話、来所で受け付けています。お気軽に
ご利用ください。

センターのフロアを開放しています。
お子さんを遊ばせながら、子育ての悩み等

を話して育児不安やストレスを解消し、「子
育てって楽しいね」と思えるような時間と場
所を提供します。
日時　毎週月～金曜日（祝祭日を除く）

午前の部　 8：30～12：00
午後の部　14：30～16：00

☆子育て中のお母さんやお父さん、孫育て中
のあばあちゃんやおじいちゃん、これから
ママになる方。お子さんの遊び場、友だち
づくりの場、子育て情報交換の場として、
お気軽にご利用ください。

保育所の子どもたちと一緒に小正月の行事
「団子さし」に参加してみませんか。今年一
年の豊作と子どもたちの健やかな成長を願い
ましょう。
日時　 1月13日（木）　10：00～11：30
場所　しもごう保育所
☆参加希望の方は、前日までに子育て支援セ
ンターに申し込んでください。

節分にむけて、みんなで楽しくオニのお面
作りをしましょう。
日時　 1月19日（水）　10：00～11：30
場所　町公民館

「親子で考える食育」～食事は、お子さん
の豊かな成長に大きく関係します。親子で大
切な食や栄養について学びませんか。
日時　 1月26日（水）　12：30～14：00

（しもごう保育所保育参観日） 
場所　地域子育て支援センター
講師　町栄養士
☆参加希望の方は、前日までに子育て支援セ
ンターに申し込んでください。

育　児　相　談

育 児 サ ロ ン

うさちゃんクラブ

つくしんぼう学級

子育て講習会

～12月のつくしんぼう学級（クリスマス会）～
サンタバックをつくり、その中へサンタさんか
らプレゼントをもらいました。

～12月のうさちゃんクラブ（ミニコンサート）～
室井州美枝先生（弥五島）を講師に迎え、保育所
の子どもたちと一緒に音楽を楽しみました。

あけましておめでとうございます。
今年も地域子育て支援センターは
皆さんの子育てを応援します！



俳
句

2 月生まれの“すこやかちゃん”
はだれかな？掲載希望者は15日までに
行政推進係へ連絡をTEL6 9－1 1 2 2

A New Year
新年 
下郷町の皆さん。明けましておめでとうございます。
皆さんは、クリスマスをどのように過ごしましたか？家

族や友人とともに、プレゼントを渡しあうなど、楽しい時
間を過ごしたことでしょう。
私はクリスマスが好きです。できれば、イギリスに戻り

家族と過ごしたいと願っていましたが、今年はできません
でした。
今年は西暦2011年。21世紀もすでに10年以上経ったかと

思うと、とても信じられません。年齢とともに、時間が過
ぎるのが早くなっているように感じます。日本人の友人も
同じような感覚を持っていたので、時間は、どこの国の人
も年々早く感じるようです。
昨年の１月号では、皆さんに新年の抱負について伺いま

したが、この一年で目標は達成できたでしょうか？上手く
達成できた方は、とても努力家であったものと思います。
私は、なんとかチョコレートの量を減らして、ポテトチッ
プスなどの間食をやめることができました。そして、健康
のためにも緑茶を飲むようにしました。また、昨年はサイ
クリングにもよく出かけることができました。多くを達成
することができて、幸せに感じます。これらの生活習慣は、
今年も続けていきたいと思います。
達成できた人もできなかった人も、心機一転、新しい年

で頑張りましょう。皆さんが素晴らしい新年を迎え、新た
な目標に向かってつき進んでいくことを願っています。
 Matthew Baker（マシュー　ベイカー）

「お父さんだいすき！」

小椋唯
ゆい

花
か

ちゃん
（祐一さん、塩生）

「絵本だ～いすき」

星　亜
あ

咲
さき

ちゃん 
（敦さん、姫川）  

「早く歩けるように
なりたいなぁ」

佐藤優
ゆ

羽
う

ちゃん
（靖高さん、刈林）



楢原小学校 5年生の皆さん

楢原小学校 5年生は「汗」をキー

ワードに日々の学校生活を送ってい

ます。「運動してかく汗」、「勉強や生

活に考え悩んでにじむ汗」など、努

力して流す汗の尊さを体感すべく、

全員が日 元気にがんばっています。

　 9月には男女共同参画社会の公開

授業を行い、「職業は性別で限定さ

れるものではなく、個性や興味で選

ぶものだ」ということを学びました。

そのことをユーモアたっぷりの劇に

し、10月の「ふれあい活動発表会」

で立派に発表することができました。

子どもたちが男女共同参画社会の推

進者として行った劇は地域や保護者

の多くの方々の胸に響き、男女共同

参画の意識の浸透に大きく貢献した

と思われます。

人前でも堂々と力を発揮できるこ

とが長所の子どもたちです。今年は

楢原小の顔となる20名に、担任の私

も汗をかいて本気でぶつかっていこ

うと思います。

川俣　裕樹先生
 

次号（ 2月号）は
しもごう保育所の予定です。

－楢原小学校－
下郷町大字豊成字山崎6407-2

ＴＥＬ0241（67）4000

校　　長 堺　　良和

教　　頭 木村なるみ

職 員 数 1 6名

学 級 数 9クラス

児 童 数 1 5 7名

1 　年　　2 3名

2 　年　　2 0名

3 　年　　3 4名

4 　年　　2 3名

5 　年　　2 0名

6 　年　　3 5名

ふたば　　 2名

●教育目標

豊かな心を持ち、確かな学力を

身につけた子供の育成

●目指す児童像

心豊かな子

自ら学ぶ子

たくましい子



人権特設相談会
12/7日（火） 午前10時～午後3時
…ふれあいセンター

町民班戸籍保険係
ＴＥＬ６９－1 1 3 3

町役場は土日閉庁
　町老人福祉センターは年末
年始の休所日を除き運営して
います。
☎69-1122
 ………………………役　場
☎69-5111
 …………………江川出張所
☎69-1166・1168
 ………………町教育委員会
☎67-2211・2629
 ……………………町公民館
☎67-2905

コミュニティーセンター
☎69-1112
……下郷ふれあいセンター
☎67-3251
……………グリーンプラザ
　　（田沼文藏記念館）

☎69-1135
 ……………しもごう保育所
☎68-2315
 ………………湯野上保育所
☎67-4433
 ……………………町物産館
☎67-2416
……町観光公社・養鱒公園

〈主な行事予定〉

4日　新春年始会（ふれセン）

8日　町民スキー教室（だいくらスキー場）

9日　町消防団出初式（役場）

22日　新春書初め展（田沼文藏記念館）～30日

23日　文化財防火訓練（中ノ沢観音堂）

30日　教育長杯バドミントン大会（コミセン）

Jan. 2011

1 月

グリーンプラザ田沼文藏記念館
TEL（FAX）0 2 4 1 − 6 7 − 3 2 5 1
□開館時間　9： 0 0 ～ 1 7： 0 0
□休　館　日　毎週月曜日・年末年始

＊願わくは鳩のごとくに 杉田成道（扶桑社）
＊孤舟 渡辺淳一（集英社） 
＊小暮荘物語 三浦しをん（祥伝社）
＊マボロシの鳥 太田　光（新潮社）
＊100歳までボケない101の方法 白澤卓二（文藝春秋）
＊風のなかの櫻香 内田康夫（徳間書店）
＊密姫村 乾　ルカ（角川春樹事務所）
＊謎ときはディナーのあとで 東川篤哉（小学館）
＊ほかげ橋夕景 山本一力（文藝春秋）
＊天下商人　大岡越前と三井一族 高任和夫（講談社）

納税には便利な口座振替を

■お問い合せ
　税務班 TEL 0241 - 6 9 - 1 1 5 5

1 月の納税等
payment of taxes

この社会
あなたの税がいきている…

町県民税…………… 4期
国民健康保険税…… 7期
後期高齢者医療保険料 …６期

平成23年度採用　町奨学生を募集します。
▼奨学生の種類と募集人員

①高等学校生　　若干名（高専含む）

②大学校等生　　若干名

③大　学　生　　若干名

▼応募資格

（ 1）貸付資格

①本町に保護者とともに引き続き 1年

以上住所を有する高等学校または高

等専門学校の生徒

②大学に在学し前号の要件を満たす者

③県が県内に設置した大学校等に在学

し、前号の要件を満たす者

（ 2）貸付を受ける者の条件

①学業成績が優秀であること

②品行が正しく身体強健であること

③経済的理由により修学困難と認めら

れること

④前号の条件を満たすとともに、他の

奨学資金と重複しないこと

▼奨学金の貸付額（月額）

①高等学校生　　　 1万 3千円

②高等専門学校生　 1万 6千円

③大学校等生　　　 2万円

④大学生　　　　　 3万 5千円

▼提出書類（各 1部）

奨学生願書・推薦調書・成績証明書・

調査書・所得証明書

▼募集期間

1 月21日（金）から 2月28日（月）まで

▼選考及び決定

下郷町奨学生選考委員会の答申を経

て、町教育委員会が決定する。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23　　30 24　　31 25 26 27 28 29

◆お問い合わせ　町教育委員会　℡ 0 2 4 1（ 6 9 ） 1 1 6 6



公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す

▼
老
齢
給
付
の
受
給
者
に
送
付

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
な

ど
の
公
的
年
金
等
の
老
齢
・
退
職

年
金
は
、所
得
税
法
で
「
雑
所
得
」

と
み
な
さ
れ
、
所
得
税
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。（
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）

公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
厚
生

労
働
省
・
各
共
済
組
合
）
は
、
所

得
税
が
老
齢
年
金
等
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

老
齢
年
金
等
を
受
け
て
い
る
方
々

全
員
に
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
を
作
成
し
、
そ
の
年
の
翌

年
1
月
31
日
ま
で
に
交
付（
送
付
）

し
ま
す
。

な
お
、
65
歳
未
満
で
年
金
の
支

払
額
が
1
0
8
万
円
に
満
た
な
い

方
と
、
65
歳
以
上
で
年
金
の
支
払

額
が
1
5
8
万
円
に
満
た
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
確
定
申
告
の
際
に
必
要

二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て

い
る
方
や
、
年
金
以
外
に
給
与
等

の
所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的

年
金
等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各

種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
源
泉
徴
収

票
は
、
申
告
の
際
に
、
添
付
書
類

と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
や
未
着
の
場
合
に
は
、
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
い
て
再
交
付
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
来
訪
に
よ
る
再
交
付
の

受
付
、
そ
の
他
の
年
金
相
談
に
つ

い
て
は
、
年
金
事
務
所
で
受
付
け

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
等
の

際
は
、年
金
証
書
の
基
礎
年
金
番

号
・
年
金
コ
ー
ド
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
（
05
）
1
1
6
5

・
会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

☎
0
2
4
2
（
27
）
5
3
2
1

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

11月の11月の
気象で～た気象で～た

最高気温 　18.0℃
 　（ 7・8日）
最低気温 －3.0℃（28日）
平均気温 　4.4℃
降水量月計　91.0㎜
【役場、午前9時観測】

福
島
議
定
書
事
業

省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
践
は
、
事

業
所
の
環
境
対
策
だ
け
で
は
な
く

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
無
駄
を
な
く
す

雪
と
遊
ぼ
う
！

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

会
津
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園

に
お
い
て
冬
季
の
利
活
用
を
検
討

す
る
た
め
、ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ（
社

会
実
験
）
を
開
催
し
ま
す
。

当
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
雪
合
戦
」

「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
」「
雪
で
作

る
ゼ
リ
ー
体
験
」
な
ど
を
行
い
ま

す
。
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
地
場

産
品
の
直
販
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
魅
力
あ
る
冬
の
会

津
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆

さ
ま
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▼
日
時　

2
月
20
日
（
日
）

▼
場
所　

会
津
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
公
園
（
会
津
若
松
市
湊
町
大

字
赤
井
地
内
）

▼
開
催
概
要　

◇
雪
合
戦
（
参
加
申
込
必
要
）

・
一
般
の
部
と
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

（
小
学
生
）

・
参
加
費　

一
人
七
百
円
（
保

険
代
・
用
具
代
込
）

1
チ
ー
ム
7
人
＋
補
欠
2
名

※
補
欠
な
し
で
も
可
で
す
。

・
受
付　

8
時
30
分
〜
（
開
会
式

9
時
）

◇
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験

・
参
加
費　

一
人 

五
百
円
（
保

険
代
込
）
＊
そ
の
他
レ
ン
タ
ル

代
が
必
要
で
す
。（
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
千
円
・
か
ん
じ
き
三
百
円
）

・
開
始
時
刻　

第
1
回
10
時
〜 

第
2
回
13
時
〜　

・
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。（
た

だ
し
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
等
は
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

◇
雪
で
作
る
ゼ
リ
ー
体
験

・
参
加
費　

一
人
三
百
円

・
開
始
時
刻　

9
時
〜
（
随
時
受

付
け
）

・
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。（
雪

で
作
る
ゼ
リ
ー
体
験
は
数
量
限

定
の
た
め
無
く
な
り
次
第
終
了

と
し
ま
す
）

◆
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

会
津
若
松
建
設
事
務
所

　

☎
0
2
4
2
（
29
）
5
4
5
5

http://www.pref.fukushima.jp/
aizu/kensetsu/park/snow

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
企
業

の
皆
様
の
新
た
な
取
り
組
み
の
参

考
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
省
エ

ネ
セ
ミ
ナ
ー
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
と
場
所

・
1
月
17
日
（
月
）　

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

▼
内
容

①
第
一
部
「
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
」

省
エ
ネ
診
断
、
省
エ
ネ
の
進
め

方
、
省
エ
ネ
の
最
新
動
向

・
講
師　

栗
田
晃
一
氏
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
合
理
化
専
門
員
）

②
第
二
部
「
省
エ
ネ
診
断
二
事
例

の
紹
介
」

・
発
表
者　

福
島
議
定
書
省
エ
ネ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
鈴
木
一
氏
、

青
木
敏
春
氏

▼
参
加
申
し
込
み　

県
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
参
加
申
込
書
に

よ
り
、
1
月
11
日
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（「
ふ
く
し
ま
の

環
境
」
で
検
索
）

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
環
境
共
生
課

☎
0
2
4（
5
2
1
）7
8
1
3

Fax
0
2
4（
5
2
1
）7
9
2
8

　

kyousei@
pref.fukushim

a.jp



1月 保健行事のおしらせ

Information

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

行　　　事 日　　　　　　　時 場　　　所 対　　象　　者　　等

４か月児健康診査 19日（水） 受付　12：15～12：45
南会津町保健センター
（御蔵入交流館）

平成22年 9 月生まれ

心の健康相談 19日（水） 　　　13：00～15：00 南会津保健福祉事務所
南会津保健福祉事務所へ電話
（63－0305）予約してください。

３歳児健康診査 27日（木） 受付　12：30～12：20 ふれあいセンター 平成19年 9 月～11月生まれ

■お問い合わせ　健康福祉班健康係　☎0241－69－1199

（11月届出分）
敬称略

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

な
ま
え 

保
護
者 

地
区

 

ゆ

い 

五
十
嵐 

健
太
郎 

刈　

林

 
 

 

芳 

沙さ

な奈 

星 

雅　

也 

刈　

林

 
 

 

望

　

翔し
ょ
う　

 

阿
久
津 

貞　

弘 

弥
五
島

 
 

 

志　

津

お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

な
ま
え 

年
齢 

届
出
人 

地
区

高　
　
　

一 

83 

憲
一 

湯
野
上

玉
川　

サ
ヨ 

101 

徳
雄 

白　

岩

玉
川　

孫
一 

71 

泰
行 

刈　

林

二
瓶　
　

努 

62 

善
正 

刈　

林

加
藤　

銀
雙 

91 

政
志 

大　

沢

藤
原　

敏
枝 

83 

保 

小　

野

星　
　

タ
メ 

91 

修
一 

中　

妻

星　
　

ウ
タ 

94 

周
一 

刈　

林

弓
田　

重
男 

84 

清
喜 

音　

金

佐
藤　
　

克 

66 

修 

刈　

林

國
分　

國
次 

83 

盛
男 

刈　

林

遠
藤
ミ
サ
ヲ 

83 

敦
子 

大　

内

五
十
嵐
喜
惠
子 

74 

信
和 

田　

代

私
事
な
が
ら
、
も
う
す
ぐ
子
ど

も
が
誕
生
し
ま
す
。
妻
と
相
談
し

生
ま
れ
る
ま
で
性
別
は
聞
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
元
気
に
生
ま
れ
て
く
れ
れ
ば

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
名
前
は
男
女

別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
毎

日
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
名
前

は
親
か
ら
の
初
め
て
の
贈
り
物
。

し
ば
ら
く
は
悩
む
日
々
が
続
き
そ

う
で
す
。

皆
様
に
と
っ
て
も
今
年
一
年

が
、
良
い
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

（
佐
藤
充
志
）

ライターの火遊びが原因と思われる火災が発生しています。
子どものライターの火遊びを防ぐには周囲の大

人の注意が欠かせません！

子どもの手の届かない場所に置く
家や車の中にライターを放置せず、子どもの手

の届かない場所にきちんと保管しましょう。

子どもに触らせず、火遊びの危険を教える
・子どもにライターは触らせない。

・ライターで火遊びをしていたら、すぐに注意し

てやめさせる。

・理解できる年齢になったら、火遊びの危険性を

教える。

子どもが容易に使えるライターの販売を規制
平成23年 9 月27日以降は、安全対策を施したラ

イターのみ販売が可能となります。

不要なライターはガス抜きをしてから廃棄
●ガスの抜き方の例

①周囲に火の気のないこ

とを確認する。

②操作レバーを押し下げ

る。着火した場合は消

す。

③輪ゴムや粘着力の強い

テープでレバーを固定

する。

④「シュー」という音（ガ

ス噴出音）を確認する。

⑤そのままの状態で、風

通しの良い野外に半日

か１日置く。

⑥念のため着火しないか

確認する。

輪ゴムかテープで
レバーを固定

ガス抜き完了後ガス抜き完了後

危険ごみ
として廃棄
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こ
の
用
紙
は
、再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

日曜当番医（変更になる場合がありますので、ご了承ください）
月　日 医　　　院　　　名 電話番号

1月 2日 芳賀医院 （下郷町）67－2128

9日 長谷川医院 （南会津町）62－0032

16日 馬場医院 （南会津町）62－0141

23日 なかやクリニック （南会津町）73－2036

30日 小野木クリニック （南会津町）76－7780

2月 6日 愛輝診療所 （南会津町）78－8688

13日 あべクリニック （南会津町）62－8733

20日 みなみあいづ眼科 （南会津町）63－3011

27日 きむらクリニック （南会津町）62－5576

食で笑顔を広げたい

理英さんは、栄養士になる夢を実現す
るため短大に進学しました。きっかけは、
家族の入院。食事制限など、つらそうな
姿を見て「病気に苦しむ人々に美味しい
食事を提供したい」と志しました。
高校時代は、弓道部に所属。部長とし

て部をまとめ、地区大会では優勝するな
ど活躍しました。
趣味は映画鑑賞とショッピング。県内
外の映画館には、よく足を運ぶとか。「会
津には大きな映画館がないのが、映画フ
ァンとして残念です」と言います。
将来の夢は国家資格の管理栄養士にな

ること。「数多くの患者さんとコミュニケ
ーションを図りながら、要望を取り入れた
献立を作り、食事で笑顔を広げていきた
い」と目を輝かせながら話します。

星 Hoshi
Rie 理英さん

（楢　原）

264

「自
津大学短期大学部で学んでいます。

然の美しさを感じることができる
町が好き」と話す理英さんは、会

幻想的に水面を照らすイルミネーション（旭橋より撮影）

●期間　平成23年 1 月15日（土）まで

●時間　

①通常期間　午後 5時から午後10時まで

②特別期間　大晦日から元旦にかけては

　　　　　　午後 5時から午前 6時まで

イルミネーション点灯時間

昭
和
電
工
株
式
会
社
湯
野
上
発
電

所
（
星
孫
吉
所
長
）
は
、
十
二
月
十

日
か
ら
一
月
十
五
日
ま
で
、
旭
ダ
ム

に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

設
置
は
昨
年
に
続
き
二
回
目
。
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら「
き
れ
い
だ
っ
た
」

と
好
評
を
得
た
こ
と
か
ら
、
今
年
も

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

星
所
長
は
「
多
く
の
方
々
に
見
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
や
皆
さ

ん
の
心
の
安
ら
ぎ
に
少
し
で
も
つ
な

が
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

新年照らす

希望のの光


